
＃不登校は不幸じゃない 石川県での取り組み事例 

一般社団法人ハートキーパーの会 

 

●全国的な取り組み概要 

「学校はいかなくてもいい」の著書・小幡和輝さん 

が発起人となって始まった「不登校」について考える 

きっかけと当事者の居場所を提案するムーブメント。 

夏休み後半の 2018年 8月 19日に、趣旨に賛同した 

人々が各地の運営者となって、全国 100箇所にて 

第 1回となるイベントが行われました。 

 

主催条件は、不登校の経験者がいること。 

当事者が参加しやすい場づくりを前提に、各地の会場で行われたトーク会やゲームなどの企画の他、オ

ンラインで小幡さんの動画配信もあり、会場に足を運ばなくても参加できるムーブメントとして実行さ

れました。これらの様子は「＃不登校は不幸じゃない」のハッシュタグともに全国に向けて発信されま

した。芸能人や著名人らも動画リレーに参加している。（詳細は小幡和輝オフィシャルブログへ） 

2年目となる今年は、2019年 8月 18日に開催。 

 

●石川県での開催状況 

石川県では、金沢増泉会場と金沢元町会場 

の 2カ所で実施されました。 

 

＜増泉＞ 

主催 （一社）ハートキーパーの会 

会場 コミュニティカフェあひるの子 

内容 経験者・当事者（本人、家族）・ 

フリースクール運営者、市議など 

約 10名が参加。自身の体験談や、 

親の本音などを語り合った。 

 

＜元町＞ 

主催 西岡航太（金沢工業大学大学院生） 

会場 元町福祉健康センター 

内容 約 20人が参加。「学校で生きづらい 

   子供たちのためにどんな社会が必要 

   か」をテーマにゲームをしながら 

話し合った。 

  
▲毎日新聞 8月 22日地域面 



 

▼NHKの取材が入りました！ 

夕方のニュースと特別サイトひきこもり関連ニ

ュースにて紹介されました 


